
は じ め に

我が国の理科教育は、明治に始まる。学校での科学教育の始まりの時期とし
ては、イギリスやドイツなど欧米とほとんど変わらない。しかし、日本では反
対する勢力もなく上からの導入であったため、教育的価値について掘り下げた
検討がなされなかった、と言われる。

さて本書は、「科学的リテラシー」をタイトルに含む書物、いわば論文集
である。この言葉が、日本で普及したのは、1990 年代におけるアメリカの
Project 2061 と科学教育スタンダードの紹介、そして今世紀に入ってからの
OECD-PISA 調査によってであった。現在では、この科学的リテラシーは、世
界の多数の国々における科学教育の目的・目標として位置づけられている。

本書では、科学的リテラシーに着目し、この言葉の意味を歴史的に探る。ま
たそれを実現するための基盤として、日本の理科教育の弱点をはじめ、理科教
育を多角的に検討する。そして、次代に生きる市民の科学的リテラシーを育成
できるような理科教育に向けて、いくばくかの提言・提案を行う。

科学的リテラシーの概念は、既に数十年以上の歴史を持つため、恒に全く
同じ意味をもつとは言えない。しかし、少なくとも、純粋自然科学の知識の理
解といわゆる探究の方法を体得する（体験的に体で覚える）こと以上の豊かで
深い意味をもつ。そして科学技術が深く絡みこまれた社会問題が山積する時代
に生きていく市民・社会人の育成を目指している。高校進学率は、1974 年に
90%を超え今や 99%に迫る。そして間もなく 18 歳への成人年齢の引き下げが
なされる。我々は、初等中等教育の間に、科学・技術時代の社会に主体的に参
画していく市民の基盤づくりを支援していく必要がある。

本書は、論文集であり、それぞれの執筆者の立場・スタイルを尊重してい
る。そのため、それほど鮮明なストーリーでは統一されていない。読者の皆さ
んには、興味を持たれた章からお読みいただければ幸いである。

令和元年 5 月
編者　鶴岡義彦　

　�
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